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論文内容要旨

1緒書]インプラ

とが重要である

を及ぼすと考え

い。本醗究は,

座標を胴いて三

合のインプラン

体内で得られた

 た。

1方法1インプラ

ンプラント上に

いて三次元的に

の被験者に最大

腔内漏定に用いた荷

1結果]観知の荷

義歯歯列上咬合

本数にかかわら

側に位置するイ

る内側2本のイ

方向であった。

生体内で得られ
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 同傾向を示していた。

[結言創小型水晶

準座標に沿って

られたデータと

ことで生体内デ

ぼすことが示さ
 した。

審査結果要旨

 }
、

インプラントを

満足度および発

な臨床経過が報

プラン治療の成否

するとされる。

の支台インプラン

考えられる支台
 的霞子との関連は明らかではない。

本研究はこれら

に組み込むこと

内において三次元

実験は,無歯顎下

壌いて行われた。

際の変化を解析対
 態を検証することを試みている。

解析結果としては

4本支台聴には,外

本支台,4本文台

量は有意に大き

め時と比して,荷重方陶の変化範囲は大きいこと,

生体内で得られ

 に回顧陶を示していた。

これまで生体内で

した解析しか行わ

た支台インプラン

ントに対する荷重

法等のシミュレー

える咬合に至るま
るであろう。よって本研究は,博士(歯学)学位授与

 一88一


